
|  www.ebsco.com1

EBSCO FOLIO ERMでのライセンスデータの取り込み

は

2024年１１月

EBSCO Information Services Japan株式会社

本資料は貴学内でのご利用のみにとどめていただき、第三者へのご提供はご遠慮下さいますようお願い申し上げます。



|  www.ebsco.com2

FOLIOとは

オープンソースの
Library Service Platform

+ その開発プロジェクトとコミュニティ

２０２4年

約200導入機関
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地域 # 機関名 タイプ

アジア

1 Jio Institute (India)

2 Korea University (South Korea) ERM

3 Kyushu University (Japan) ERM

4 National Taiwan Normal University (Taiwan) ERM

5 Nagoya University (Japan) ERM

導入事例 | アジア

附属図書館さま

EBSCO ERM

2022年12月 運用開始

附属図書館さま

EBSCO ERM

2025年1月 運用開始
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導入事例 | 世界の有名図書館でも導入が進んでいます
# 機関名

1 Library of Congress / 米国議会図書館

2
MOBIUS
ミズーリ州の61の学術図書館による州規模のコンソーシアム

3 National Library of Australia / オーストラリア国立図書館

4
Michigan State University / Library of Michigan / 
ミシガン州立大学 / ミシガン州図書館

5 Trinity College, Cambridge / トリニティ・カレッジ (ケンブリッジ大学）

6 Cornell University / コーネル大学

7 Kyushu University / 九州大学

•And many more

The Library of Congress

National Library of Australia
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FOLIOのリリース

定期的なリリース

年3回程度のメジャーリリース
1回につき約70機能をリリース

8月 12月 4月

2022年

NolanaMorning GloryLotus

3月

2023年

Orchid

11月

Poppy

2024年
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メタデータ管理

貸出・返却

全般

FOLIO の 全体像 | App

電子リソース管理

収集 財務 発注 請求書受入

契約

ライセンス

電子所蔵

ダッシュボード

タスク 設定組織 ユーザー

所蔵返却

貸出

リクエスト

コース ﾃﾞｰﾀ･ｴｸｽﾎﾟｰﾄ

ﾃﾞｰﾀ･ｲﾝﾎﾟｰﾄ貸出・返却記録

ｴｸｽﾎﾟｰﾄ管理

既存の図書館
システム
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選定

収集

アクセス設定

サポート

評価

更新 /
キャンセル

EBSCO ERM + Acquisitions のライフサイクル | 例

ERM
+ 

ACQ

• ベンダーとの交渉

• 契約更新手続き

• キャンセル手続き

• キャンセル広報

• 利用統計

• 学内調査

• 契約条件確認

• 見積取得

• トライアル

• 契約締結

• 発注

• 支払

• アクセス確認

• リゾルバ等の設定

• 所蔵追加

• 広報

• 利用教育

• トラブル対応
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ERM の App | 概要

ERMの中核となるApp
「契約」に「ライセンス」「所蔵」「発注」が紐づく

「契約」や「ライセンス」をフィルターして一括表示

ライセンスとライセンスの修正履歴を管理
使用条件のレベルで管理

EBSCOのナレッジベースに接続し電子リソースを管理
利用統計の閲覧

契約

ライセンス

電子所蔵

ダッシュボード
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 データ閲覧・追加・編集・削除

 FTPでのデータ取得

 APIでのデータ取得

全体像

ERM

OPAC
Knowledge

Base

EBSCO ERM

MARC Update（仮）

Knowledge IQ（API）

Folio API
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購入/収集

貸出

目録

EDS Full Text Finder 電子所蔵 利用統計 費用管理 契約管理 連絡先情報

図書館
システム

ディスカバリーと
フルテキストリンク

EBSCO 
Knowledge 
Base

Cost
フルテキスト ディスカバリー 

EDS 
API

FTF
API

複写依頼

貸出予約

EBSCO ERM with Knowledge Services

EBSCO Knowledge Base

HoldingsIQもしくはMARC UpdateによってOPACにKBをロード
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ライセンス取り込みイメージ
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対象データイメージ
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Publication Finderに
表示

APIの利用 | 活用例 [エンドユーザーへのライセンス表示]
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APIの利用 | 活用例 [エンドユーザーへのライセンス表示]

OPACに表示



|  www.ebsco.com16

まとめ： FOLIO 導入で可能になること

ナレッジベースを利用して「電子所蔵」を管理
管理対象に紐づく各種データを管理 [ERM]

- 契約

-  ライセンス

    - ベンダー

管理対象に紐づく各種データを管理 [ACQ]

    - 発注 / 支払

- 予算
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[参考]

リゾルバのNote機能での記載例

カスタムラベルを複数設定可
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今後の可能性

図書館システムとの連携

    -  各種APIの活用

-  HoldingsIQ (ナレッジベースのデータ操作）

-  FOLIO API (FOLIO上のデータ操作）

-  EDS API (ディスカバリーサービス）

        - PublicationIQ (ホスティングツール）

物理資料と一体の管理
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今後の可能性 [FOLIO 新規アプリ]

OpenAccess管理

Requests , Charges , Checklists, People, Journals 

著作物（書籍または学術論文）をオープンアクセスとして出版することの
リクエスト
出版に対する料金
各リクエストについて完了する必要のある一連のタスクまたはチェックリ
スト
リクエストに関係する人々の氏名、連絡先、所属機関情報
出版物が掲載されるジャーナルと識別子
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ご清聴ありがとうございました

EBSCO Information Services Japan
〒166-0002  東京都杉並区高円寺北2-6-2高円寺センタービル3階

Tel: (03)4540－7169

Email: jp-ebscohost@ebsco.com
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